
 

             

 
 

 

予防接種の間違いの発生について 
 

 

 令和３年８月２４日（火）に市内の医療機関で、接種予定の予防接種ではなく、誤って 

新型コロナワクチンを接種する事案が発生しました。 

 

 

１ 内 容 

     令和３年８月２４日（火）に、市内の医療機関でＨＰＶワクチン（子宮頸がん予防） 

を接種する予定であった１０代の女子生徒に対し、誤って新型コロナワクチンを接種 

しました。 

     医療機関によると、予診票及び本人の確認をしたが、机の上にＨＰＶワクチンと新 

型コロナワクチンの二つのトレイがあり、誤って新型コロナワクチンを手に取り接種 

してしまったとのことです。 

 

２ 再発防止に向けて 

   被接種者本人の状況を確認し、該当医療機関に対しては、再発防止策として接種場 

所に対象外のワクチンを同時に置かないことを徹底することを指導しました。 

他の自治体において同様の事案が発生した際に、市内医療機関に対しては注意喚起 

を行い、特にコロナワクチンについては慎重な取り扱いを求めてきたところです。    

それにもかわわらず、今回の事案が発生したことを受け、今後は、再度、間違いを 

防ぐために、接種時間や接種曜日を分けるなど具体的な再発防止のための協力を要請 

してまいります。 
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